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盛岡市議会議員 無所属

　

復
興
資
金
に
よ
る
債
務
の
買
い
取
り

　

生
活
支
援
制
度
を
早
急
に
創
設

　

震
災
に
よ
る
生
産
の
破
壊
・
企
業
活
動
や
観
光
の

激
減
・
雇
用
の
減
少
な
ど
で
、
沿
岸
は
も
と
よ
り
内

陸
部
の
景
気
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

被
災
者
を
は
じ
め
と
し
た
困
窮
者
が
『
使
え
る
お

金
』
を
持
つ
こ
と
が
復
興
の
第
一
歩
で
す
。
復
興
資

金
で
債
務
や
個
人
所
有
地
を
買
い
取
り
、
仕
事
場
や

住
宅
の
建
設
を
行
え
ば
、
県
全
体
の
景
気
回
復
の
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。
ま
た
沿
岸
に
限
ら
ず
仕
事
が

な
く
、追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る
方
は
増
え
て
い
ま
す
。

生
活
費
を
補
う
制
度
を
作
る
べ
き
で
す
。

　

財
源
は
大
金
持
ち
増
税
と
寄
付
で

　

私
は
消
費
税
増
税
に
反
対
で
す
。
一
番
困
っ
て
い

る
方
々
か
ら
も
税
金
を
取
り
、
ま
た
景
気
を
悪
化
さ

せ
る
か
ら
で
す
。

　

日
本
全
体
を
見
れ
ば
、
お
金
が
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
非
課
税
だ
っ
た
金
融
資
産
に

１
％
の
課
税
を
し
た
だ
け
で
14
兆
円
の
税
収
を
得
ら

れ
る
と
い
う
試
算
も
あ
り
ま
す
。（
詳
細
は
２
〜
３

ｐ
）
税
制
を
変
え
れ
ば
良
い
だ
け
で
す
。

　

新
し
い
社
会
を
自
分
た
ち
の
手
で

　

宮
古
市
の
重
茂
漁
協
で
は
、
個
人
所
有
の
漁
船
を

共
同
で
使
用
す
る
こ
と
で
漁
を
再
開
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
自
発
的
な
事
業
共
同
化
で
、
当
初
は
迷
っ
て
い

た
組
合
員
も
最
終
的
に
は
９
割
も
漁
を
続
け
る
選
択

を
し
た
の
こ
と
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

み
ん
な
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
利
害
を
越
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
金
が
あ
る
人
は
お
金
を
、

ア
イ
デ
ィ
ア
の
あ
る
人
は
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、
働
け
る

人
は
労
を
出
す
、
官
も
民
も
協
働
で
支
え
あ
っ
て
い

け
ば
、
新
し
い
社
会
の
展
望
が
見
え
て
く
る
は
ず
で

す
。
そ
の
中
で
、
今
後
の
生
活
の
展
望
を
示
し
て
い

く
こ
と
が
政
治
の
役
割
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
力
不
足
を
感
じ
る
こ
と
し
き
り
で
す
が
、

私
も
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。　

8 月 28日は盛岡市議会議員選挙です

■平成の徳政令で被災地支援

　被災者の借金や所有地を買い取り、事業所な
どの再建を後押しし仕事をつくります。生活支
援制度で、生活費の足りない部分を補います。

■ " 苦情・要望から仕事をつくる係 " 創設

で雇用拡大

　市役所などには、たくさんの要望や苦情が寄
せられます。それらを官民共同で、知恵をしぼっ
て生活できる仕事につくりあげていきます。

新
�
�
時
代
�
切
�
開
�
�

　

３
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
は
、
直
接
的
な
被
害
額
が
16
兆
〜
25
兆
円
（
福
島
原
発
事
故
分
除
く
）

県
内
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
七
千
人
な
ど
戦
後
最
大
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
も
は
や
今
ま
で
通
り

で
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
新
し
い
社
会
の
仕
組
み
を
作
り
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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貯蓄の平均が２８５０ 万円

なんてウソだろーっ！

　　

高
額
所
得
者
優
遇
税
制
が

　

格
差
拡
大
の
理
由

　

左
グ
ラ
フ
か
ら
10
年
間
で
所
得
の
中
央
値
が
100
万

円
以
上
下
が
っ
て
い
る
の
が
解
り
ま
す
。
こ
の
間
増

え
た
金
融
資
産
残
高
は
約
180
兆
円
！

　

所
得
税
の
最
高
税
率
は
75
％
か
ら
40
％
に
下
が

り
、
所
得
１
８
０
０
万
円
以
上
の
人
た
ち
は
同
じ
税

率
で
す
。
ま
た
株
取
引
で
は
「
分
離
課
税
に
よ
る
節

税
」
で
、
い
く
ら
も
う
け
て
も
税
率
は
7
％
。
土
地

は
資
産
と
し
て
課
税
さ
れ
る
の
に
株
の
元
金
に
は
税

金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
で
さ
え
大
金
持
ち
ほ
ど
得
を
す
る
税
制
な
の

に
、
消
費
税
増
税
を
す
れ
ば
さ
ら
に
格
差
が
拡
大
、

消
費
の
低
迷
で
復
興
な
ど
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

　

消
費
税
増
税
は
不
要

　

医
療
・
介
護
・
教
育
費
は
軽
減

　

高
額
所
得
者
優
遇
税
制
を
改
め
れ
ば
消
費
税
の
増

税
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、

社
会
保
障
費
の
財
源
や
財
政
再
建
に
も
利
用
で
き
る

財
源
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

社
会
不
安
に
歯
止
め
を
か
け
、
内
需
拡
大
に
も
貢

献
す
る
は
ず
で
す
。

　

一
億
円
以
上
の
金
融
資
産
に
課
税

　

約
１
５
０
０
兆
円
と
も
言
わ
れ
る
金
融
資
産
残

高
。
こ
こ
に
課
税
す
れ
ば
、
税
収
が
得
ら
れ
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
投
機
を
抑
え
、
実
質
経
済
へ
お
金
が

回
り
始
め
ま
す
。

　

総
合
累
進
課
税
の
強
化

　

所
得
１
８
０
０
万
円
以
上
の
税
率
の
刻
み
数
を
増

や
し
、
最
高
税
率
を
上
げ
ま
す
。　

いせ志穂の税制・社会保障政策

◆医療・介護・教育費個人負担軽減

◆消費税増税反対

◆一億円以上の金融資産課税と累進課税強化

　

仕
事
を
つ
く
る

　

か
ね
て
か
ら
の
景
気
低
迷
に
震
災
が
追
い
討
ち
を

か
け
、
そ
の
影
響
は
沿
岸
の
み
な
ら
ず
、
盛
岡
に
も

及
ん
で
い
ま
す
。
事
業
不
振
に
よ
る
雇
用
の
縮
小
に

備
え
て
、積
極
的
に
仕
事
を
作
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
買
い
物
や
雪
か
き
が
出
来
な
い
な
ど
、
日
常

生
活
の
困
難
を
抱
え
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
現

状
か
ら
出
発
し
、
こ
れ
ら
を

行
政
が
一
定
の
収
入
を
得
ら

れ
る
仕
事
に
ま
で
育
て
て
い

く
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
『
要
望
・
苦
情
か
ら
仕
事

を
つ
く
る
係
』
創
設

　

年
齢
・
障
が
い
や
病
気
に

　

関
わ
ら
ず
誰
に
も
居
場
所
を

　

ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
子
ど
も
の
人
権
擁

護
、
そ
し
て
被
災
地
支
援
の

運
動
に
関
わ
っ
て
き
て
感
じ

る
の
は
、
社
会
の
中
で
行
き

場
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

孤
独
な
状
態
で
不
安
な
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
人
た
ち
が

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

認
め
ら
れ
る
場
所
、
ホ
ッ

と
で
き
る
場
所
を
つ
く
る
事

　

コ
ン
パ
ク
ト
な
街
は
防
災
に
強
い

　

災
害
の
際
に
避
難
誘
導
が
し
や
す
く
、
長
期
化
し

た
場
合
で
も
対
応
で
き
る
の
が
『
多
極
的
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
』
で
す
。
盛
岡
市
を
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
、
商
店
街
や
公
共
施
設
な
ど
を
中
心
に
し

た
街
を
作
れ
ば
、
高
齢
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
暮
ら

し
や
す
い
街
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
家
用

車
だ
け
に
頼
っ
た

交
通
政
策
は
危
険

で
す
。
歩
行
者
の

●
事
業
者
・
生
活
者
へ
の
生
活
支
援
制
度

●
正
社
員
と
非
常
勤
・
臨
時
・
パ
ー
ト
の
格
差
是
正

　

震
災
復
興
の
決
め
手
は
『
自
治
』

　

限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に
使
う
た
め
に
は
、
地
元

か
ら
の
要
望
に
沿
っ
た
事
業
計
画
を
作
り
、
官
民
協

働
で
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

国
や
県
か
ら
の
『
ひ
も
付
き
』
補
助
金
を
改
め
、

市
民
が
使
い
や
す
い
予
算
を
作
り
ま
す
。
行
政
・
議

会
の
情
報
公
開
、
市
民
参
加
を
進
め
ま
す
。

●
『
ひ
も
付
き
』
補
助
金
行
政
の
見
直
し

●
行
政･

市
議
会
の
情
報
公
開
と
市
民
参
加

●
議
会
基
本
条
例
の
制
定

●
天
下
り
の
禁
止

業
を
支
援
し
、
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
を
つ
く
り
出

す
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
も
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

る
こ
と
に
よ
り
虐
待
を
防
ぐ
、
あ
る
い
は
深
刻
化
さ

せ
な
い
体
制
を
つ
く
り
だ
し
ま
す
。

●
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充

●
介
護
施
設
を
中
学
校
区
ご
と
に

●
ひ
き
こ
も
り
や
障
が
い
者
の
居
場
所
事
業
支
援

●
民
間
も
含
め
、
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

●
福
祉
・
医
療
・
教
育
に
か
か
る
個
人
負
担
軽
減

安
全
を
確
保
し
、
自
転
車
・
公
共
交
通
利
用
を
さ
ら

に
促
進
し
ま
す
。

●
自
転
車
走
行
レ
ー
ン
の
整
備

●
多
極
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ

　

歴
史
文
化
の
保
存
活
用
で
誇
り
あ
る
街
を

　

盛
岡
の
魅
力
で
あ
る
歴
史
的
建
造
物
や
芸
術
を
育

み
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す
。

●
青
山
町
覆
馬
場
の
保
存
活
用

●
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
で
街
の
活
性
化

　

六
ヶ
所
核
燃
再
処
理
工
場
反
対

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
天
然
ガ
ス
発
電
で
脱
原
発

　

い
ま
だ
収
拾
が
つ
か
な
い
福
島
第
一
原
発
の
事
故

は
、
原
子
力
発
電
が
い
か
に
危
険
な
も
の
で
あ
る
か

を
証
明
し
ま
し
た
。
青
森
県
六
ヶ
所
村
に
は
原
発
よ

り
も
危
険
と
い
わ
れ
る
核
燃
再
処
理
施
設
が
試
運
転

を
行
い
、
海
に
放
射
性
物
質
を
含
む
廃
液
を
流
し
て

い
ま
す
。
時
代
遅
れ
の
原
発
と
核
燃
サ
イ
ク
ル
計
画

を
止
め
さ
せ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
燃
料
電
池
な
ど

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
は
か
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
全
国
的
な
課
題
を
党
派
に
縛
ら
れ

ず
様
々
な
方
々
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

●
六
ヶ
所
核
燃
再
処
理
工
場
稼
動
反
対

●
紛
争
の
武
力
解
決
反
対　

消
費
税
増
税
反
対

財
源
�
大
金
持
�
増
税
�

景
気
対
策
�
生
活
�
自
治
�
推
進

全
国
的
�
連
携
�
作
�
�
�
�

福
祉
�
教
育
�
環
境

�
�
�
�
�
�
都
市
計
画

�

�
�
�
�
年
�
�
金
融
資
産
残

高
�
180
兆
円
�
大
企
業
�
内
部
留

保
金
�
150
兆
円
�
増
�
�
�
�
�

�
�
復
興
�
社
会
保
障
�
財
源
�

消
費
税
増
税
�
行
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
高
額
所
得
者
�
�
優
遇

税
制
�
改
�
�
�
�
�
�
�

2008年 折れ線グラフ
1996年 棒グラフ

1996年平均所得金額661万円

1996年中央値540万円

2008年平均所得金額547万円

2008年中央値427万円
所得階級分布の推移

( 世帯 )
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　いせ志穂事務所と市民会議はボランティアとカンパで運営されています。
このニュースを知人に見せてください。ポスティングなどお手伝いいただける方は、ぜひご協
力をお願いします。震災の影響で景気が最悪の中で大変心苦しいお願いですが、可能な場合は
カンパへのご協力もよろしくお願いします。郵便振替口座　02230-8-52327　伊勢志穂

◆議員の政務調査費領収書添付
義務を実現◆議会制度検討委員
会副委員長として政務調査費使
途基準を策定◆市議会のイン
ターネット中継一部実現
◆不正経理の税補填をやめさせ
る◆岩手競馬への融資に反対◆
市長の退職金、大幅減額実現◆
マリオスへの補助金 6億円を中
止させる◆簗川ダム利水事業縮
小で約 60億円削減
◆岩手にチャイルドライン設置
◆貧困者支援事業の実施に尽力
◆児童が犯罪に巻き込まれにく
い公園設計を提案◆不登校・ひ
きこもり支援◆介護保険料の減
免一部実現◆県内のホスピス設
置に尽力、ホスピスボランティ
アの養成講座開催
◆車道に自転車レーン一部実現
◆青山新駅市民アンケート調査、
青山新駅設置。子供たちによる
青山新駅レンガタイル貼り◆青
山町覆練兵場保存、青山雪あか
りの実施、彫刻シンポジウム誘
致◆八幡番屋の望楼、旧岩手川
「浜藤の酒蔵」保存活用提案
◆被災地支援活動でボランティ
ア受入やイベントに奔走

おもな活動 �
�
�
�
�
年
盛
岡
市
生
�
�(

49
才)

�
厨
川
小
�
厨

川
中
�
盛
岡
三
高
�
岩
大
教
育
学
部
特
美(

中
退)

�
�

�
生
協
�
�
�
�
後
�
岩
手
�
�
�
�
勤
務
�
99
年
盛
岡

市
議
当
選
�
現
在
三
期
目
�
03
年
市
議
会
会
派
�
議
会
改

革
�
�
�
�
�
結
成
�
現
在
�
改
革
�
�
�(

第
二
会
派)

�
03
年
盛
岡
市
長
選
�
斎
藤
純
�
�
擁
立
�
06
年
城
西
中

市
民
�
力
�
改
革
�

相
談
�
�
�
�
�
�
意
見
�
要
望
�
提
案
�
�
�
寄
�
�
�
�
�
�(

匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
会
長
�
現
在
厨
川
小
�
図
書
�
�
�
�
�
�
継
続
中

�
東
日
本
大
震
災
以
降
�
�
被
災
地
支
援
�
�
�
�
�
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